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新増有加１）　谷口陽子２）　溝上まどか ２）　福田 瞳 ２）

１）大阪青山大学健康科学部看護学科　２）みのおママの学校

Creating a place of comfort and security for mothers with infant children 

in collaboration with commercial community facilities

Yuka SHINMASU１）　Yoko TANIGUCHI２） 
Madoka MIZOKAMI２）　Hitomi FUKUDA２）

１）School of Nursing, Faculty of Health Science, Osaka Aoyama University 
２）Minoh mom’s school

Abstract

To prevent feelings of isolation, mothers with infant children require 
places of comfort and security outside of the home. Even when raising 
infants, mothers frequently visit commercial community facilities, making 
these optimal for creating said places. A tie-up was established with one 
such complex commercial facility, Minoh Q’s Mall, within which a place was 
created for women with infants. Events called the “Mino Mama Marché” 
were held, with the inclusion of a space where mothers could talk with 
midwives in a natural way. The Mino Mama Marché was held eight times 
from October 2018 through September 2019, with a total of approximately 
3,500 mother-infant pairs visiting, and with the assistance of approximately 
160 midwives. Also introduced was “Q’s Kosodate Tsudoi-no-Hiroba” (Q’s 
childcare gathering forum), with full-time staffing of midwives for mothers 
with infants. From June through September 2019, approximately 10 mother-
infant pairs visited the space daily, consulting with the midwives about 
things such as breastfeeding and weaning. Due to the COVID-19 pandemic, 
an online service called “Josanshi Café®” (“josanshi” means “midwife”) was 
also established. This service provided a place of comfort where mothers 
could visit easily, and discuss their anxieties, feelings of isolation, etc. 
Due to such activities, one can also anticipate increased motivation on the 
side of midwives. In the future, further studies are needed to clarify the 
effects of these engagements. Especially during this COVID-19 pandemic, 
spaces where mothers can experience consultations that fit their needs and 
schedules must be arranged via proactive dissemination of information.
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Ⅰ．緒言

少子化や核家族化の進行、地域のつながりの希
薄化により、孤立した子育てが問題となっている。
2014年の調査によると「子育てにおいて孤独感を感
じたことがある」と答えた母親は53.2％で「どんな
時に孤独感を感じるか」という問いには63.7％が「子
どもと自分だけで家にいる時」と答えている 1 ）。ま
た母親の孤独感得点はママ友達や友人がいない者ほ
ど高い 2 ）。近年は、配偶者の単身赴任など、何らか
の理由でひとりで仕事、家事、育児の全てをこなさ
なければならないワンオペ育児という用語も多用さ
れている。地域から孤立し、家族のサポートも得に
くい状況で育児をする母親は、孤独感や育児に対す
るプレッシャー、不安感が強く、産後うつを発症す
るリスクが高まる。

日本では2015年の 1 年間で102名の女性が妊娠中
から産後にかけて自殺しており、自殺は妊産婦死亡
の原因で最も多い。102名のうち92名は出産後の自
殺で、35歳以上や初産の女性の割合が高かった 3 ）。
海外と比べると日本は妊産婦の死亡者数は少ない
が、自殺の占める割合が高い。出産後の自殺は、産
後うつなどメンタルヘルスの悪化が原因となること
が多い。健やか親子21の最終調査報告によると、エ
ジンバラ産後うつ病自己調査票で 9 点以上の産後う
つ病疑いの母親は、2001年の13.4％から2013年には
9 ％に減少している 4 ）。しかし、産後うつと診断さ
れる重症者はごく一部で、産後うつと診断はつかな
いが、精神的に不安定な母親はさらに多いと考えら
れる。このように診断がつくほど重症ではないが、
一人で孤独や不安を抱える母親は、地域で支えてい
く必要がある。

市町村では乳児家庭全戸訪問事業や妊産婦の相
談窓口を開設し、支援を要する母親の把握に努めて
いる。2017年には産後ケア事業ガイドラインと産
前・産後サポート事業ガイドライン 5 ）が制定された。
産後ケア事業の一環として、産後 2 週間の診察費用
の助成が始まり、産後 2 週間健診を実施する産科施
設が増えた。しかし、うつ症状は発現していないが
密かな孤独や不安を抱えるケースは、短時間で単発
的な関わりでは把握しきれないのが実情である。

産前・産後サポート事業の目的は、助産師等の専
門家又は子育て経験者やシニア世代等の相談しやす
い「話し相手」による相談支援を行い、家庭や地域
での妊産婦等の孤立感の解消を図ることと示されて

いる 6 ）。つまり公的機関や医療施設より敷居が低く
身近な民間団体による継続したサポートが求められ
ている。

まず育児中の母親の孤立感を解消するためには、
家庭以外の場所に母親の居場所作りが必要である。
地域の商業施設は育児中でも訪れる機会が多く、母
親の居場所としては最適である。我々は助産師が中
心となり民間主導の子育て支援スタイルを構築する
取り組みを行っており、育児中の母親に居場所の提
供ができると考えた。そこで今回、大阪府箕面市の
複合商業施設みのおキューズモールと連携し、2018
年より育児中の母親の居場所づくりを開始した。さ
らに2020年 3 月以降は、新型コロナ感染症予防のた
め対面で実施していた取り組みが、一部遠隔に切り
替えての実施となった。母親の孤立予防には何が必
要か検討し、コロナ禍でも維持可能な方法を模索す
る資料として有用と考え、我々の取り組みについて
報告する。

なお本報告に際しては倫理の原則（匿名性の保
持）に添って行う。写真撮影の際はホームページや
SNSなどで使用する旨、参加者に了承を得て撮影し
た。また本報告で掲載している写真に関しては、で
きる限り個人が特定されないように配慮している。
本報告に関して、開示すべき利益相反はない。

Ⅱ．実践内容

1．「みのマママルシェ」の開催
毎月第 1 木曜日の10時～ 14時に、みのおキュー

ズモールのイベントスペースに飲食ブースやマー
ケットブースなどの出店者を招き、マルシェを開催
した。またマルシェ内の一室に乳幼児用の体重計と
身長計を設置し、母親がマルシェで買い物をしなが
ら子どもの身体計測ができ、自然な形で助産師と話
ができる空間を作った。さらに助産師はこの室内だ
けでなく、マルシェ内を巡回し、自分は助産師であ
るという名札を付け、来場した母親と共にマルシェ
を楽しみながら、自然と育児の話をする役割を担っ
た。助産師のスタッフは主に病院で勤務する助産師
にボランティアによる協力を募った。2018年10月～
2019年 9 月までに 8 回開催し、約3500組の母子が来
場し、約160名の助産師がスタッフとして協力した。

来場した母親からは「買い物ついでに助産師さ
んに育児の相談ができてよかった」「出産した病院
でしか助産師さんには出会えないと思っていたけ
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ど、こんなに身近にいてくれると嬉しい」などの声
があった。（写真 1, 2 ）

2．「キューズ子育てつどいのひろば」の開設
毎週火曜日～土曜日の10時～ 13時に、みのお

キューズモールの店舗スペースに助産師が中心に約
3 名が常駐し、買い物をしながら誰でも立ち寄れる
スペースを開設した。「ふたごさんあつまれ」、「子
育ての悩みを一緒に話しませんか」などのお話会や
アロマクラフトのワークショップなどの日替わりイ
ベントのほか、ランチを持参して食べながら助産師

や母親との交流を図る「じょさんしカフェ ®」を
開催した。2019年 6 月から 9 月までに、毎日約10組
の母子の来場があり、母乳育児や離乳食に関する相
談があった。（写真 3, 4 ）

3 �．コロナ禍での「じょさんしカフェ®」オンラ
イン開催
2020年 3 月より新型コロナ感染症予防のため、み

のおキューズモールが臨時休業となり、マルシェや
つどいのひろばの開催が不可能となった。そこで自
宅に居ながらも助産師とZoomでつながり、不安や

写真 2 「みのマママルシェ」の様子

写真 1 「みのマママルシェ」のポスター
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悩みの相談ができる「じょさんしカフェ ®」のオ
ンライン版を開設した。2020年 4 月から 6 月まで、
毎日、約 5 名の母親の参加があった。新型コロナ感
染症予防のため、病院や市町村で実施していた両親
学級などがすべて中止となり、相談先に困った妊産

婦や育児中の母親の参加が多かった。なお、2020年
6 月からは、感染防止対策を取りながら対面で「み
のマママルシェ」や「キューズ子育てつどいのひろ
ば」を再開している。（写真 5 ）

写真 3 「キューズ子育てつどいのひろば」のポスター

写真 4 「キューズ子育てつどいのひろば」の様子



15

写真 ５ 「じょさんしカフェ ®オンライン」が産経新聞に掲載（2020年 5 月）

4．メディアでの情報発信
本取り組みは母親自身が商業施設に来場したり、

オンラインでアクセスする必要があり、まずは取り
組みの周知が前提となる。取り組みを開始した2018
年以降、みのおママの学校のホームページ 7 ）で取
り組みを紹介し、ポスター掲示やチラシの配布を

行った。また地域情報誌の取材を受けるなど、メディ
アへの広報活動を行った。2020年 3 月以降は新型コ
ロナ感染症予防のため、外出を控えてさらに孤独を
感じる母親が増えることが予想されたため、市役所
ホームページや新聞、テレビなどメディアでの情報
発信の回数を増やした。（写真 6, 7, 8 ）

写真 6 　北摂の子育て応援マガジン「ママトリエ」 9 月号掲載（2019年 9 月）
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写真 ７ 「じょさんしカフェ ®オンライン」が箕面市のHPに掲載（2020年 5 月）

写真 ８ 「じょさんしカフェ ®オンライン」がNHKで紹介（2020年 5 月）
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Ⅲ．考察

「みのマママルシェ」は様々な出店があり、お祭
りのような雰囲気で、母親や子どもの興味を引きや
すく、人を集める効果が高い。「キューズ子育てつ
どいのひろば」は日曜日と月曜日以外は常に開催し
ているという安心感がある。何気なく立ち寄ったス
ペースで助産師に出会い、自然な会話から育児の相
談まで気楽に話すことのできる関係性は、公的機関
や医療機関で出会う助産師との関係性よりも軽い。
出産した施設に電話相談するほどのことではない
が、気になっていることなど、何気ない質問をしや
すい関係性である。母親が小さな疑問や不安をひと
つでも解消できれば、また次回新たな疑問や不安が
生じた時に、あそこに行けば聞いてもらえると次回
の来場につながり、継続的な支援が期待できる。

本取り組みでの母親と助産師の関係性は、指導す
る側される側という関係性ではなく、妊娠・出産・
育児を共に楽しむ同志のような関係性を目指した。
さらに育児不安が全くない人も参加しても良い、無
理をして友達を作ったり、話したりする必要もない、
何もしなくても居心地の良い空間を心がけた。地域
の商業施設に助産師が常駐することで、産後うつと
診断されるほど重症ではないが、一人で孤独や不安
を抱える母親が気楽に立ち寄れる居場所の提供がで
きたと考える。

2020年 3 月以降、コロナ禍で外出を控える妊産婦
や育児中の母親が多く、自宅から気楽に参加できる
オンラインでの相談窓口の需要は増えている。さら
に両親学級や立ち合い分娩の中止による不安、都市
部からの里帰り分娩を断念する妊婦の葛藤など、孤
立し不安を抱える母親はコロナ前より増えているこ
とが予想される。このような母親へのサポート拡充
は喫緊の課題である。メディアや市役所とも連携し
て、積極的な情報発信をすることで、母親がコロナ
禍でも自分に合った相談窓口を選択し、利用できる
状況を整える必要がある。

さらに本取り組みは、母親の孤立防止や不安解消
の効果だけでなく、スタッフとして協力した病院勤

務助産師への効果もあった。病院に勤務する助産師
は、自分が分娩介助した母親であっても産後 1 カ月
健診までの関わりで、その後の母子の支援は地域の
保健師に引き継ぐことになる。また日々の業務に追
われて、母親の不安や悩みに寄り添えていないと感
じる助産師も多い。しかし本取り組みに協力するこ
とで、退院後の母親の生活や悩みを知る良い機会と
なり、助産師としてのモチベーションや貢献感の向
上につながったという声が多く聞かれた。それに加
えて、本取り組みはキューズモール（商業施設）の
ママスマイルプロジェクトのコンセプトと合致し、
ギャザリングスペースとして機能していた。つまり
母親、助産師、商業施設が 3 者ともWin-Winの関係
性が成り立っており、今後も継続可能な条件が整っ
ていると考える。

Ⅳ．今後の課題

来場した母親や、スタッフとして協力した助産
師にアンケートを実施し、助産師が商業施設に作っ
た育児中の母親の居場所の効果を明らかにし、実践
内容のさらなる充実を図る必要がある。また各イベ
ントの助産師スタッフは、今のところすべてボラン
ティアで構成できているが、今後も本取り組みを継
続していくために資金的な問題についても解決して
いく必要がある。

Ⅴ．結論

地域の商業施設に助産師が常駐することで、育児
中の母親が気軽に悩みを相談できる居場所の提供が
できたと考える。さらにスタッフとして協力した病
院勤務助産師が、退院後の母子の生活や悩みを知る
良い機会となり、助産師としてのモチベーションや
貢献感の向上につながることが期待できる。今後は
メディアや市役所とも連携して、積極的な情報発信
をすることで、母親がコロナ禍でも自分に合った相
談窓口を利用できる状況を整える必要がある。
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要　旨
育児中の母親の孤立を防ぐために、家庭以外の居場所作りが必要である。地域の商業施設は育児中でも訪

れる機会が多く、母親の居場所としては最適である。そこで複合商業施設みのおキューズモールと連携し、
育児中の母親の居場所づくりを行った。「みのマママルシェ」を開催し、母親が自然な形で助産師と話ができ
る空間を作った。2018年10月から2019年 9 月までに 8 回開催し、約3,500組の母子が来場し、約160名の助産師
が協力した。さらに助産師が常駐するスペース「キューズ子育てつどいのひろば」を開設した。2019年 6 月
から 9 月までに、毎日約10組の母子の来場があり、母乳育児や離乳食に関する相談があった。コロナ禍では

「じょさんしカフェ ®」をオンラインで開催した。この取り組みにより、孤独や不安を抱える母親が気楽に立
ち寄れる居場所の提供ができたと考える。また助産師側にもモチベーションの向上が期待できる。今後は取
り組みの効果を明らかにし、積極的な情報発信で、母親がコロナ禍でも自分に合った相談窓口を利用できる
状況を整える必要がある。
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